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1 研究背景と研究目的
最近、カフェやファミリーレストランで読書、仕事や勉強をする人が増えてきている。しかしランチタイムや土日の人の出入りが多いときに長居をされても困る時がある。そんなとき内観デザインを変えることで利用者の「居やすさ」をというものを変えることができないのかということで、この研究はどのような内観であれば利用者にとって居心地のよい空間になり、またどのような内観になってしまうと利用者にとって居心地の悪い空間になってしまうのかを調べ、今後の商業店舗の内観デザインを決める際のキッカケになることを目的とする。
2 研究の位置付け
既往研究の中では、商業店舗の外観デザインについて、どのような外観デザインが利用者に対して入りやすいデザインなのかといった研究がなされている。しかし中に入ってからの居心地の良さ、すなわち「居やすさ」についての内観デザインに関する研究についてはなされていない。そこで今回、商業店舗における内観デザインと「居やすさ」に関する研究を行う。内観デザインの中でもの４つの項目に分けどれが一番重視されるかを明らかにする。
3 調査目的と調査方法
調査目的としては商業店舗を建てる際にファストフード店のように利用者の出入りが多いところでの利用者に長居させないようにするデザインや高級レストランのように利用者にゆっくりと食事を楽しんでもらうデザインというものがどのようなものかをこの研究で明らかにする。
調査方法としては評価グリッド法を用いて評価構造の抽出を行う。被験者に商業店舗の内観の色、配置、仕切り、机と椅子の写真を見てもらいアンケートをとり評価してもらう。
4 分析手法
単純集計。
